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出張報告・ 長野県 

1 年で最も良質の木曽檜が出品される木

材祭りが、秋の始まりの１０月１７日に長野

県上松町で開催されました。 
長さ７メーター・巾４２０ミリ・四方無節、

寿司屋のカウンターに使える最高級の製材

品も出品されていました。→ 
現在のコロナ禍の世の中で飲食店が最も

影響を受けていますが、特に最高級寿司屋も

影響を受けていると、マスコミ『超高級食材

が売れない』で報道されています。 
昨年のコロナ禍以前までは、本場の木曽檜

は特に関東で注目をあびていました。  
一人当たりのお寿司の御食事代が３万円

から 5 万円の店には必需品でした。コロナが

始まった今年はこのような最高級の木曽檜

はそうそう販売出来るとは思いませんが 
材木屋の看板を背負っているので、先々の 10 年を見た場合凄く値打ちだと思いましたが、購入

する勇気は残念ながら有りませんでした。 
小生は年間 2 回程度しか木曽の市には日程上参加出来ませんが，来年これ位の超最高級の木

曽檜の製材品を購入出来る店になる様頑張って参ります。 
ところで東京一極集中から地方分散と言う流れなら、東京に負けない超最高級寿司屋も大阪

に先々誕生するはずです。 
1970 年に大阪で開催された万博が、55 年ぶりに 2025 年に大阪で開催されます。当時の大阪

は東京と五分に渡りあえる実力がありました。しかし

この長きにわたる大阪の没落は、単に大阪の没落だけ

でなく、日本の没落と全く同じです。 
私達材木屋が果たす役目は、万博から始まる関西復

興の IR 事業に繋がる為に、一致結束した行動をすべ

きだと思います。 
 売れ行き情報は、木曽檜・天然桧・人工ひのきの超

高級材の販売には、売り手側も大苦戦していました。

御客様の数も普段の市より多少多い程度でした。 
 弊社は天然木曽檜・天然桧・人工の木曽桧の 3 種類

の中間的な価格帯の商品を仕入しました。 
 
 



出張報告・東北 

 10 月の盛岡出張は、昨年から数えて

4 回目になります。盛岡の市の傾向等が

ようやく解りかけてきました。盛岡の森

を全て見るにはもう少し時間がかかる

とは思いますが、今迄以上に良質材をお

求めやすい価格で販売出来る様頑張り

ます。 
今回の東北産の広葉樹原木の手当ては

クルミ・ホオ・さくら・クリ・一位の 7
本ですが、来月・再来月に繋がる指針を

小生の頭にある程度叩き込めたと思い

ます。 
 購入した樹種の中で利口に買えたの

がイチイ↓です。この樹種は針葉樹です

が、広葉樹の森林のごく一部に残ってい

るだけで枯渇寸前の資源状況です。 
ところで北海道の業者が、東北産の広葉樹の集荷

に来るのですが、高い出張等集荷経費をかけ運賃を

支払っても、北海道旭川にて開催される広葉樹市に

出品しても、採算が合うのだと思います。 
 または、北海道にて開催する為の広葉樹原木の数

量が集まらないのかもしれませんが、旭川の市は北

海道産銘木市売と書いています。写真参考↓ 
 
 
 
 

 東北も昨年と比較して優良材が量的

にも品質的にも低下は著しいです。 
 昨年と今年の違いはコロナ禍がどの

程度伐採に影響が出ているのか、否かは

全く解りません。9 月～12 月の 4 カ月

の時間が物語ってくれると思います。 
 
 
 
 
 



 出張報告・北海道 

 北海道のここ数年の傾向は 9月と10月の市は極端

に材が集まりにくい傾向にありますが、小生の参加

した 10 月の市は日本全国から業者が集まっていま

した。しかし従来の入札ではない為に誰が何を幾ら

で購入したかの情報が有りませんので、相場動向の

お話は出来ません。北海道の広葉樹原木の需給バラ

ンスは東北以上にタイトでした。 

 
 ところでロシア政府が 2022 年から広葉樹原木

の輸出禁止の政策を実施すると、日本全国の広葉

樹業者は凄く影響を受ける事が予測されますが、

コロナ禍の現在の広葉樹の需給バランスは入荷も

少ないが、消費も少なくなっていて変にバランス

が取れている状況です。 
 ロシア材の広葉樹はタモ材とナラ材がメインで、

どちらも影響を受けると思いますが、現在の状況

では、先々全く解らないのが実情です。 
 それ以上に我々は、国内産広葉樹を使うことの

意味を今一度原点に立ち戻って考えるべきです。 
 明治以前の日本の森林に近い形に戻すべく努

力すること，このテーマ無くして、日本の発展は

ないと考えています。 
大昔の高度経済成長期は、絶対に来ないのです。

ということは、持続可能な経済成長することと、

地球環境に少しでも負荷の掛け方を少なくすべきです。東日本大震災は、その事を我々に語り

かけたのです。（大量生産、大量消費の時代の終り） 
 我々はマーケットのオーダーを追うのではなく、マーケットで潜在的なニーズを追い求める

べきです。そうしないと所謂資本の論理『大企業がマーケットを寡占化してしまい、日本が長

年養ってきた伝統文化を破壊してしまいます』に押しつぶされます。 
 話を変えます。我々が平和に活動する為には、国内にない資源、例えば石油・ニッケル等は

海外に依存せざるを得ませんが、木材資源の有効活用ができれば、もっと国民生活を豊かにす

るという発想を持たないと駄目だと思います。地産地消は、日本のテーマです。資源が乏しい

から、危険だと解っている原子力発電を手放せないのではないですか。日本を含めた先進国は

戦争等の大きな犠牲を払ってここまで発展してきました。しかし発展途上国は，まるっきり違

うシチュエーションが進んでいるのです。具体的に言えば、スマートフォンを持っていない発

展途上国は無いのです。我々は発展途上国のおかげで存在しているのも理解しています。その

上で、日本人の未来のために我々が持ち場にあう努力をするべきです。 



Go to 新しい時代へ 

皆んなで盛り上げましょう。 
見直されている天然木の効果と可能性 

期間：2020 年 11 月 1 日～11 月 30 日 

お得意先様向けのキャンペーン 

毎週先着にて、30,000 円以上（木材代金のみ・消費税・

諸経費を除いて）御買い上げの 5 名様に、 

アマゾンギフト券 5,000 円を差し上げます。 

新規のお客様限定のキャンペーンを実施 

50,000 円（木材代金のみ・消費税・諸経費を除いて）

以上お買い上げの全員に、アマゾンギフト券 10,000 円

を差し上げます。 

 


